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【特集】東京医大の「これまで」と「これから」

新年のご挨拶＞＞2023年の始まりにあたり、林学長から「今後も一人ひとりを尊重
し、それぞれが個性と能力を十分に発揮できる柔軟かつ強靭な組織づ
くりを目指すことで、歩みを止めることなく新生東京医科大学の活性
化を目指していく」と述べられた新年の挨拶を紐解き、東京医大の
「これまで」と「これから」を改めてご紹介します。

1. 入試改革

信頼回復に向け「公正な入学試験」を継続

お知らせ＞

面接

 教育職員だけでなく
事務職員、病院職員
（医療技術職員、看
護職員）による面接
を実施

 女性面接委員を増員

試験問題・解答の開示

 入学試験当日に試験
問題の持ち帰りを可
とした

 入学試験問題・解答
のＷＥＢ掲載を実施

成績の開示

 補欠合格者の透明化
（補欠順位を公表）

 成績開示の徹底（一
次試験、二次試験の
成績・順位を開示）

公正・公平な入学
試験に向けた本学
の取り組み＞＞

2. 学部教育

認定・認証

 2021年4月、大学基
準協会の機関別認証
が適合認定

 2022年10月、医学
科、看護学科ともに
分野別認証評価受審

授業

 対面とオンラインを
併用する学修形態が
定着

 能動的な学びの推進
により学力が向上・
活躍の場も拡大

経常費補助金

 私立大学等経常費補
助金交付額の段階的
回復

学生生活支援

 学年担任、相談教員、
総合事務センターなど
多方面からきめ細やか
な配慮を継続

 特に「学生・職員健康
サポートセンター」で
は2020年４月から、
オンライン相談を継続

これまでの取り組みをピックアップして紹介します。詳しくは大学ＨＰをご覧ください。

医学科入試

2024年度入試より、全国ブロック別
学校推薦型選抜を開始

【目的】

• 本学学生の出身地域
の多様性の確保

• 将来、地域の医療を
担う人材の育成

より良い入試のあり方を検討

林由起子学長

これまでの取り組みと成果



ミッション「患者とともに歩む医療人を育てる」を
わかりやすく伝えるため、付帯事項・デザインを変更

医学科：自由科目導入

2022年4月～「少人数ゼミ形式」の自由
科目を導入し、能動的な学びを推進

次年度外科手技を学ぶコースを新設予定

多職種連携教育

一般教育科目の一部で両学科合同授業も
開始

基礎医学統合演習、医薬工連携授業など
のアクティブラーニングや実践力を重視
した臨床実習プログラム等、更なる教育
の充実化

語学教育

2022年4月、語学教育の一層の充実を目
的に国際教育研究センターを設置

次年度から、両学科ともに新体制で語学
教育を実施

大学院制度検討

現在、活発に行われている学部生の医学
研究を、卒後も継続・発展可能な新たな
大学院制度を検討

近年の新たな取り組みと計画

2022年度の履修状況を紹介します！

本学のミッションを、改めて具体的に分かりや
すく伝えるため、付帯事項を変更、あわせてデザ
インも変更されました。

■大学HP：建学の精神、校是、ミッション＞＞

[PICK UP!] 医学科：「自由科目」導入の今

NO コース 対象学年 履修者数

1 海外臨床実習コミュニケーション 第５学年 １７名

2 USMLE（米国医師資格試験）受験準備コース
第２・３学年
第４・５学年

３６名

3 地域医療リーダーズコース 第１～５学年 ２７名

4 リサーチ・コース
＊研究室に所属し、研究の方法論を体系的に学ぶコース

第１～４学年 ３２名

＜変更した付帯事項＞

東京医科大学のミッションは、建学の精神と校是に基づき、

1. 思いやりの心をもって患者の人生に寄り添える医
療人

2. 高い倫理観を持ち、たゆまぬ自己研鑽により常に
最善の医療を提供できる医療人

3. 患者にやさしい医療の実現のための研究・活動を
通して明日の医療を拓く医療人

これらの人材を育成することで地域そして世界の健康と福祉
に貢献することです。

お知らせ


